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「特定非営利活動法人・自立を支援する会そら」は、発達、知的に障が
いのある人の、作業訓練や社会参加を支援する活動をしています。
通所者の皆さんは、「広報かに」の折り込み作業や市エコドームでの分
別作業のほか、企業からの請負作業などを行っています。

障がいを理解するために
共に生きる社会づくり
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精神障がい
知的障がい
身体障がい

市内の障害者手帳保持者数の推移

障
が
い
と
は

市
内
で
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
、延
べ
４
０
０

５
人（
24
年
３
月
31
日
現
在
）で

す
。
そ
の
内
訳
は
、身
体
障
害
者

手
帳
が
３
１
２
３
人
、療
育
手
帳

が
５
１
６
人
、精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
が
３
６
６
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
手
帳
交
付
数
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す（
下
表
参

照
）。

身
体
障
が
い

視
覚
、聴
覚
、平
衡
機
能
、音
声

機
能
、言
語
機
能
、手
や
足
な
ど

の
肢
体
、心
臓
や
腎
臓
な
ど
の
内

部
機
能
の
障
が
い
で
す
。

知
的
障
が
い

知
的
機
能
障
が
い
が
発
達
期

（
お
お
む
ね
18
歳
ま
で
）に
現
れ
、

日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

た
め
、何
ら
か
の
特
別
な
援
助
を

必
要
と
す
る
状
態
で
す
。

精
神
障
が
い

精
神
疾
患
に
よ
り
、長
期
に
わ

た
っ
て
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生

活
に
困
難
が
生
じ
る
状
態
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
障
が
い

「
発
達
障
が
い
」は
、自
閉
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、そ
の
ほ

か
の
広
汎
性
発
達
障
が
い
、学
習

障
が
い
、注
意
欠
陥
多
動
性
障
が

い
、そ
の
ほ
か
こ
れ
に
類
す
る
脳

機
能
の
障
が
い
で
あ
っ
て
、そ
の

症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て
現

れ
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
25
年
４
月
１
日
か
ら
、

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」が
施
行
さ

れ
、障
が
い
の
定
義
に
ハ
ン
チ
ン

ト
ン
病
や
、も
や
も
や
病
な
ど
の

「
難
病
」が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
は
、自

身
の
障
が
い
程
度
や
生
活
環
境
に

応
じ
て
、施
設
に
通
所
し
た
り
、

入
所
し
た
り
、自
宅
で
家
族
か
ら

の
介
護
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。

国
、県
、市
は
連
携
し
な
が
ら

障
が
い
の
あ
る
人
も
暮
ら
し
や
す

く
、地
域
の
一
員
と
し
て
共
に
生

き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と

す
る
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

市
は
、第
３
期
障
が
い
者
計
画

を
策
定
し
、障
が
い
の
あ
る
人
が
、

必
要
と
す
る
支
援
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
参
加

を
図
り
な
が
ら
、地
域
の
中
で
自

ら
が
望
む
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

心
の
バ
リ
ア
を
無
く
そ
う

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
障

が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、社
会
生

活
を
営
む
上
で
支
障
と
な
る
物
理

的
・
精
神
的
な
壁
を
取
り
除
く
た

め
の
施
策
な
ど
を
指
し
ま
す
。

何
気
な
い
普
段
の
生
活
の
中
で

も
、障
が
い
の
あ
る
人
は
、私
た
ち

が
経
験
し
な
い
生
活
の
し
に
く
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

車
い
す
利
用
者
な
ど
に
と
っ
て

の
道
路
の
段
差
な
ど
の
物
理
的
な

も
の
。
就
業
に
関
わ
る
資
格
制
限

な
ど
の
制
度
的
な
も
の
。
障
が
い

に
対
す
る
無
理
解
か
ら
生
じ
る
差

別
や
偏
見
と
い
っ
た
、人
の
意
識

に
関
わ
る
も
の
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、国
は
障
が
い
に
対
す
る

社
会
の
障
壁
と
偏
見
を
無
く
す
た

め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
国
内
法
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
心
の
中
に
は「
バ
リ

ア
」は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
障
が
い
は

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、市
民
一

人
一
人
が
障
が
い
に
関
心
を
持

ち
、気
付
き
に
よ
る
思
い
や
り
の

心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
合
先
　
福
祉
課

① 相手の気持ちや言っていることが分かりにくい。
読み・書き・計算が苦手

⇒ 文章を短くゆっくり話したり、絵などを使った

り、分かりやすい言葉で話したりしましょう。

② 自分の気持ちや言いたいことを伝えることが苦手
⇒ 時間を掛けてゆっくりと聞き出し、答えやすいよ

うな質問の仕方をしましょう。

③ 行動に移るまで時間が掛かったり、状況に合った
行動が苦手

⇒ 時間を掛けるとともに、メモを渡したり、質問を

したりして、行動をしやすくしましょう。

① 肢体・視覚障がいの人には
⇒ 交差点や駅のホーム、バス停などで困っている様

子を見掛けたら、「何かお手伝いしましょうか」

「どこへ行きますか」などの声を掛けましょう。

② 聴覚障がいの人には
⇒ 後ろからの車のクラクションや自転車のベルな

どに気付けないことがあるので、身ぶり手ぶりで

知らせましょう。また、緊急時の放送を、筆談な

どで知らせましょう。

③ 内部障がいの人には
⇒ 心臓や腎臓などに障がいのある人は、

外見では分かりにくいので、周りの

人の理解が必要になります。

特徴
○よく動き回り、落ち着きがない
○会話のキャッチボールが苦手
○特定の物や事柄への興味が極端に強い
○感覚が極端に敏感または鈍感
○周囲の状況が理解できず、不適切な行動や発言が
多い

⇒その人に合ったやり方の工夫を、相談機関などで

早めに相談していくことが大切です。年齢に応じた

発達や言動を求めるのではなく、本人に合った方法

やペースを尊重し、周囲が支えていきましょう。

特徴
　さまざまな精神症状から、日常生活が思うように
いかなくなることがあります。症状が悪くなると判
断能力や行動のコントロールが低下します。
⇒まずは、医療的な支援が大切です。対応はその人

に応じて千差万別ですが、偏見を無くし、病気に対

して理解する必要があります。

　もし、自殺に関わるような相談を受けた時は、は

ぐらかさずにしっかり話を聞いて、医療機関や相談

機関へつなぐことが大切です。

「障がい」という言葉をよく耳にしますが、障がいのある人は、どのように暮らし、どんなこ

とに困っているのかを知っている人は少ないのではないでしょうか。

共に地域で生活するために、障がいのある人たちやその家族への理解を深めましょう。

共に生きる社会づくり

障がいを理解するために
身体障がいの人には・・・知的障がいの人には・・・

精神障がいの人には・・・発達障がいの人には・・・

障がいのある人の特徴と、対応の仕方を紹介します。
困っている姿に気付いたら、気軽に声を掛けましょう。

その一声が、大きな助けになります。

特 集

広報かに  2013.5.1　23　広報かに  2013.5.1
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４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
一
流
に
出
会
う
日
」
事
業
。
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
可
児
に
よ

る
第
１
回
目
が
終
了
し
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
施
主
体
に
よ
り一流
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

現
在
決
ま
っ
て
い
る
一
流
事
業
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
文
化
創
造

セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

「
一
流
に
出
会
う
日
」
事
業

一
流
の
人
に
会
い
に
ア
ー
ラ
に
出
掛
け
よ
う
！

文化創造センター 主劇場

問
合
先
　
生
涯
学
習
文
化
室

「
一
流
に
出
会
う
日
」
事
業
と
は

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

を
身
近
に
感
じ
、
多
様
な
講
演
会
や
文
化

芸
術
な
ど
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
ま
た
新
た
な
市
民
活
動
の
契
機
と

す
る
た
め
に
企
画
し
た
、
市
主
催
の
事
業

で
す
。

　
市
民
、
企
業
、
各
種
団
体
な
ど
が
実
施

主
体
と
な
り
、
国
内
外
各
分
野
を
リ
ー
ド

す
る
人
を
講
師
に
招
き
、
文
化
創
造
セ
ン

タ
ー
を
舞
台
に
講
演
会
な
ど
（
一
流
事
業
）

を
実
施
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
市
は
、
将
来
的
に
毎
月
１
回
、
市
民
、

企
業
、各
種
団
体
な
ど
に
実
施
主
体
と
な
っ

て
も
ら
い
、
一
流
事
業
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

平
成
25
年
度
一
流
事
業
（
予
定
）

と
う
し
ん
講
演
会

「
今
日
の
風
な
に
色
？
〜
子
ど
も
の

才
能
を
引
き
出
す
法
則
と
は
〜
」

期
日
　
６
月
15
日
（
土
）

実
施
主
体
　
東
濃
信
用
金
庫

講
師
　
辻
井
い
つ
子
さ
ん

内
容
　
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行
さ
ん

の
母
、
辻
井
い
つ
子
さ
ん
に
よ
る

講
演
会
　

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
あ
き
ら
め
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
持
ち
前
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
さ
と
行
動
力
で
伸
行
さ
ん
を

育
て
る
。
常
に
子
ど
も
の
可
能
性
を

信
じ
、よ
く
見
て
、ほ
め
る
「
親
ば
か
」

の
子
育
て
で
、
生
後
８
カ
月
で
伸
行

さ
ん
の
音
楽
の
才
能
を
見
付
け
、
プ

ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
と
二
人
三
脚
で

歩
む
。
い
つ
子
さ
ん
の
育
児
奮
闘
記

を
お
見
逃
し
な
く
！

東
日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

講
話
と
追
悼
ギ
タ
ー
演
奏
会

期
日
　
７
月
20
日
（
土
）

実
施
主
体
　
岐
阜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創

造
大
学

講
師
　
奈
良
薬
師
寺
管
主
　
山
田
法

胤
師

ギ
タ
ー
演
奏
　
世
界
の
ヤ
イ
リ
ギ
タ
ー

　C
ra
ftsm

a
n

内
容
　
奈
良
薬
師
寺
管
主
山
田
法
胤

師
に
よ
る
東
日
本
支
援
の
講
話
と
、

世
界
の
ヤ
イ
リ
ギ
タ
ー
に
よ
る
追

悼
ギ
タ
ー
演
奏
会

岐
阜
県
医
師
会
県
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

期
日
　
10
月
19
日
（
土
）

実
施
主
体
　
岐
阜
県
医
師
会
・
可
児

医
師
会
・
可
児
市
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会

※

講
師
、
内
容
は
未
定
で
す
。

可
児
口
腔
保
健
講
演
会

期
日
　
１
月
19
日
（
日
）

実
施
主
体
　
可
児
口
腔
保
健
協
議
会

※

講
師
、
内
容
は
未
定
で
す
。

市
民
公
開
講
座

期
日
　
９
月
14
日
（
土
）

実
施
主
体
　
岐
阜
社
会
保
険
病
院

講
師
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
　
医
学

系
研
究
科
　
神
経
内
科
学
　
教
授

祖
父
江
元
さ
ん

内
容
　
大
学
教
授
に
よ
る
認
知
症
に

関
す
る
講
演
会

歴
史
学
者
「
原
口
泉
」
講
演
会

期
日
　
３
月
15
日
（
土
）

実
施
主
体
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
涯
学
習

か
に

講
師
　
原
口
泉
さ
ん

内
容
　「
翔
ぶ
が
如
く
」「
琉
球
の
風
」

「
篤
姫
」な
ど
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
の
時
代
考
証
を
担
当
す
る
、
原

口
泉
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

　
未
定
の
も
の
は
、
随
時
決
定
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
の
一
流
事
業
の
情
報
は
、
広

報
か
に
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
流
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ

け
る
実
施
主
体
も
募
集
中
で
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
か
に
３
月
１
日
号
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
生
涯
学
習
文
化
室
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※

内
容
な
ど
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ほ
う

い
ん

３
月

９
月

６
月

７
月

10
月

１
月

広報かに  2013.5.1　45　広報かに  2013.5.1



退

団

者

の

紹

介

入

団

者

の

紹

介

地
域
の
安
心
安
全
を

受
け
継
ぐ

地
域
の
安
心
安
全
を

受
け
継
ぐ

平
成
25
年
度
市
消
防
団
入
退
団
式

４
月
７
日（
日
）、
地
域
の
安
心
安
全
を
受
け
継
ぐ
消
防
団
の
入
退
団
式
が
、
広
見
公
民

館
ゆ
と
り
ピ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
、
新
し
く
団
員
に

な
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

市
消
防
団
は
、４
月
１
日
現
在
３
２
２
人

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
員
は
、仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、近
年
た
び
た
び
起
こ
る

豪
雨
災
害
の
際
に
は
、河
川
の
警
戒
や
土
の

う
積
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、消
防
団
は
地
域
の
安
全
と

安
心
を
守
る「
要
」と
し
て
か
け
が
え
の
な
い

組
織
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、消
防
団

活
動
へ
の
理
解
お
よ
び
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

幹
部

第
４
分
団
長
　
伊
藤
武
久

第
１
分
団

第
１
部
　
団
員
　
河
辺
広
明
、伊
藤
勝
規
、

圓
藤
亨
、今
井
奨
祥
、小
川
直
貴
、石
原
大

輔第
２
部
　
班
長
　
市
原
直
樹
、水
野
正
博
、

団
員
　
佐
藤
昌
臣
、
小
池
徹
、
水
野
利
男
、

佐
藤
圭
一
郎

第
３
部
　
団
員
　
松
田
敏
幸
、三
宅
貴
広
、

小
森
正
之
、前
田
裕
介

第
４
部
　
班
長
　
傍
島
聖
雄
、梅
田
祐
資
、

溝
口
徹
、
石
橋
正
勝
、
団
員
　
河
地
要
、
大

澤
悟

第
２
分
団

第
２
部
　
団
員
　
樋
口
功
治
、若
尾
洋
正
、

平
井
祐
介
、渡
邉
朗
徳
、橋
詰
崇
史

第
３
部
　
団
員
　
栗
本
宏
一
、橋
本
直
樹

第
４
部
　
団
員
　
福
島
貴
志

第
３
分
団

第
１
部
　
団
員
　
佐
伯
秀
樹
、若
尾
善
道
、

大
沢
高
司
、義
村
佳
士

第
２
部
　
団
員
　
佐
藤
亮
太

第
３
部
　
団
員
　
谷
村
三
四
郎
、齋
藤
智
司
、

𠮷
田
悠
太
、古
谷
実
、横
山
敬
、柳
本
高
志

第
４
部
　
団
員
　
勝
野
敏
史
、永
井
裕
人
、

山
下
昭
夫
、山
路
健
、臼
田
晴
彦

第
４
分
団

第
１
部
　
団
員
　
田
中
伸
哉
、伊
藤
泰
啓
、

竹
内
佑
太

第
３
部
　
団
員
　
加
知
大
昂
、飯
田
諒
男

幹
部

第
４
分
団
長
　
奥
村
利
彦

第
１
分
団

第
１
部
　
団
員
　
渡
邉
雄
一
朗
、
日
比
野

剛
、山
口
峻
、丸
茂
敬
介

第
２
部
　
班
長
　
古
田
敏
教
、奥
村
亮
、団

員
　
伊
佐
治
大
作
、山
口
正
芳
、玉
田
雄
資

第
３
部
　
団
員
　
脇
田
光
樹
、柳
生
誠
、浅

野
翔
、星
野
知
己

第
４
部
　
団
員
　
加
藤
槙
悟
、可
児
健
一
、

安
藤
史
浩
、武
政
健
二
、渡
邉
真

第
２
分
団

第
１
部
　
団
員
　
渡
辺
陵
治
、染
川
義
博

第
２
部
　
団
員
　
杉
山
竜
康
、可
児
貴
裕
、

可
児
哲
也
、小
藤
竜
馬
、篠
田
康
希

第
３
部
　
団
員
　
川
合
正
徳
、吉
村
孝
徳
、

加
藤
上
太
郎
、大
澤
貴
一
、稲
増
翔
平

第
４
部
　
団
員
　
三
品
悠
貴
、民
谷
和
浩
、

久
保
田
直
喜

第
３
分
団

第
１
部
　
団
員
　
本
田
雄
太
、吉
田
明
弘

第
２
部
　
団
員
　
林
数
馬

第
３
部
　
団
員
　
船
越
論
幸
、馬
場
健
太
郎
、

山
田
浩
太
、齋
藤
友
也
、長
谷
川
智
史
、木

下
英
樹
、濱
田
高
行

第
４
部
　
団
員
　
笹
川
信
志
、浅
野
祐
樹
、

柿
沼
博
樹
、瀧
花
英
志
、日
比
野
宏
昭
、辻

原
雅
大
、大
崎
達
彦

第
４
分
団

第
１
部
　
団
員
　
磯
谷
寿
孝
、田
中
雅
也

第
２
部
　
団
員
　
奥
村
竜
也

新
入
団
員
を
支
え
る
家
族
の
コ
メ
ン
ト

渡
邉 

千
佳 

さ
ん

夫
は
、市
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
の

で
地
元
に
知
り
合
い
が
少
な
く
不
安
そ
う

で
し
た
。
で
も
、今
回
消
防
団
に
入
団
す
る

こ
と
と
な
り
、地
元
の
人
と
知
り
合
い
に

な
れ
て
よ
か
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
を
聞
い
て
私
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
だ
入
団
し
た
ば
か
り
で
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
が
、夫
が
操
法
大
会
の
選
手
に
選

ば
れ
た
よ
う
で
す
。
８
月
に
は
岐
阜
県
消

防
操
法
大
会
が
可
児
市
で
開
催
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
、張
り
切
っ
て
い
る
の
で
、応
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
地
域
に
貢
献
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
消
防
団

と
し
て
活
動
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、夫
が
そ
の
一
員
に
な
っ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
消
防
団
の

皆
さ
ん
、が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
防
災
安
全
課

渡邉雄一朗さんと妻の千佳さん
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特色採用

（※1）

10人

程度

（※2）

5／ 1 （水）

～        

6／14（金）

7／14（日）

総合会館分室
8月中旬

書類選考

のみ

昭和48年4月

2日以降に生

まれた人

特に秀でた「能力」または「強み」があり、

その「能力」または「強み」を市政で発揮

できる人

5／ 1 （水）

～

6／14（金）

7月

中・下旬
8月中旬

6／30（日）

総合会館分室

一般事務職

10人

程度

（※2）

5／ 1 （水）

～        

6／14（金）

8月下旬 9月下旬
7／28（日）

可児高等学校

昭和62年4月

2日以降に生

まれた人

大学を卒業した人または来年3月まで

に卒業見込みの人

保育士・

幼稚園教諭
２人

平成元年4月

2日以降に生

まれた人

・短大卒業程度の学力を有している人

・保育士資格および幼稚園教諭免許の

両方を有するか、または来年3月まで

に取得見込みの人

土木・建築・

電気技術職

それぞれ

若干名

昭和58年4月

2日以降に生

まれた人

大学の土木・建築・電気に関する専門

課程を卒業した人または来年3月まで

に卒業見込みの人

福祉支援員 1人

昭和58年4月

2日以降に生

まれた人

以下の要件を全て満たす人

・大学を卒業した人または来年3月ま

でに卒業見込みの人

・特別支援学校（知的障がい者、肢体不

自由者および病弱者に関する教育の

領域）の教諭免許を有するか、または

来年3月までに取得見込みの人

A
日
程

区分 採用職種
採用予定
人 数

受付期間
年齢 学歴・資格免許など

受験資格
一次試験 二次試験 三次試験

C
日
程

B
日
程

２．申込方法
　秘書課で配付する申込書に必要事項を記入し、上表の受付期間内（土・日曜日を除く）の午前8時30分から午後5
時までに、同課へ申し込んでください。Ａ日程、Ｂ日程は、市のホームページから受験申込書、エントリーシートを
ダウンロードすることもできます（Ｃ日程の受験申込書は、県内統一様式のため、秘書課へ取りに来てください）。
なお、郵送の場合は受付期間内に必着とします。

問合先　秘書課

　市は、まちづくりに携わる平成26年４月に新規採用される職員を次の

ように募集します。特にＡ日程については、いわゆる公務員試験対策は必

要なく、民間企業を中心に就職活動している大学生や可児市に戻って働

きたい社会人にもぜひチャレンジしていただきたいと思います。受験資

格や試験についての詳細は、必ず試験案内で確認してください。

※１ 特色採用については、学歴要件を無くしました。また、技術職（土木・建築・医療・福祉などの技術・資格をもっている人）での採用
も可能としました。初任給決定などについては、市役所の同職種に準じて決定します（前歴換算などもあります）。

※２ 特色採用と一般事務職の採用予定人数の合計が10人程度です。

平成25年度

～「対話と共感による市民中心のまちづくり」に“あなた”の力を～

可児市新規採用職員募集

１．試験実施概要
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INFORMATION インフォメーション

広
　
告

「広報かに」に広告を掲載しませんか
広告主を募集!!

「広報かに」に広告を掲載しています。市民の皆さ
んへの広告媒体として利用してみませんか？（発
行部数 約 32,650 部）
料金　１日号	 ３万円（カラー）
　　　15日号	 ２万円（２色刷り）
掲載スペース　１枠	縦60mm×横80mm（こ
の枠の大きさです。2枠分をまとめて利用も可）
※広告掲載には一定の要件、基準があります。
申込・問合先　総合政策課

7　広報かに  2013.5.1

みなさんは、災害情報をどのような方法で入手します
か？
テレビ、ラジオ、携帯電話、防災無線などいろいろな方
法がありますが、「停電のために電気が使えない」「暴風の
ために外の音が聞こえない」など、状況によっては使えな
いことも想定しておかなければなりません。その中でも、
ラジオは、持ち運びができ、停電時にも使えることから、
災害に強いメディアだと言えます。
ＦＭららは、地域密着型のコミュニティ放送局で、市は、
台風・洪水・大規模火災などの災害が市内で起きた際、市
が発信する情報を優先的に放送するよう協定を結んでいま
す。６月２日（日）に実施する水防訓練では、災害を想定
した模擬放送を行います。皆さんは、災害時に備えて、普
段からＦＭららを聴く習慣を身に付けてください。
周波数は76.８MHz。災害に強く7

ナロー ヤ
6.８と覚えてくだ

さい。

問合先　総合政策課

「ＦＭららをみんなで聴こう！」

ＦＭららのスタジオで、希望者
にステッカーを配布していま
す。数に限りがありますのでお
早めに！

オンエア中の FM ららのスタジオ



情報局

簡単！朝ごはんレシピ
早寝、早起き、朝ごはん早寝、早起き、朝ごはん

可児のお宝

生き生き健康コラム

発信！ 可児の元気発信！ 可児の元気

市民が

おすすめす
る

体力年齢が若返る！

楽しく運動ができる！

 
納豆　２パック／とろけるチーズ　４枚／
食パン（６枚切り）　４枚

エネルギー　319kcal／たんぱく質　17.9g／

カルシウム　176mg

カルシウムがとれるちょっと変わったトースト。野菜

サラダと一緒にどうぞ。

① 付属のたれ、からしを加え、納豆をよく混ぜる。
② 食パンに①をのせ、チーズをのせる。
③ ②をトースターで約３分半焼く。

考案者：今渡南小学校２年生　永里叶多君

【材料（４人分）】

【作り方】

【栄養成分（１人当たり）】

コメント

Vol.12

問合先　健康増進課

市の名勝に指定されている春秋園は、久々利に屋敷
を構えた千村家の下屋敷に付属する回遊式庭園跡です。
宝暦６年（1756）に千村家６代の政成が花木園を造り、
文政11年（1828）には９代の仲雄が回遊式の庭園に改
修し、「春秋園」と名付けました。
庭園は大規模なもので、北東の角から山水を引き込み、
庭園を回流させています。
その由緒ある姿を保存するため、平成13年から発掘
調査を行い、かつての姿の一部が現代によみがえりま
した。この庭園の木々や植物が四季折々に変化する様は、
往時をしのばせます。

  ち むら け 

 まさなり

 なか お 

「健康づくりをしたいけど、どうしたら良いか分か
らない」「市の健康教室なんて堅苦しそう…」などと
思っていませんか。
市は、そんな人に楽しく学んでもらう教室を開催し
ています。参加することで、身体の健康だけでなく、
人とのつながりも広がり、心身ともに健康に過ごす
きっかけづくりになります。
ヘルスアップ教室
体力年齢が、半年で平均10歳若返ったという結果
が出ています。
週に１回１年間教室に通い、有酸素運動と筋力ト
レーニングをします。個別プログラムなので、一人一
人に合った運動をすることができます。
〈参加者の感想〉
○腰痛、膝痛が治った

○仲間と励まし合って楽しくできる
※詳細は、４月15日号、５月15日号の広報かにをご
覧ください。

ポレポレ運動教室
平成24年度に行った市の健診で、腹囲が大きい、脂
質異常値の人が多かった川合、平牧地区で、週に１回、
１年間の有酸素運動と筋トレの教室を開催します。
運動だけでなく脳トレや健康講話など、健康につい
て学ぶ機会や交流会なども企画しています。
今まで運動をしたことのない人や運動が長続きしな
かった人が、楽しく運動習慣を身に付ける教室を目指
します。
※詳細は、６月15日号の広報かにでお知らせします。

春秋園（久々利地内）

ヘルスアップ教室で、楽しくトレーニングをする参加者

Vol.12

Vol.6

Vol.1

問合先　健康増進課

問合先　教育文化財課問合先　経済政策課

納豆チーズパン

四季のうつろいが美しい回遊式庭園

春秋園
じゅうしゅん えん

中高年が生き生きと暮らすためのお手伝い

健康教室

経済政策課を中心に市では、特産品や自慢のものの
創出やブランド化による地域経済の活性化を進めてお
り、現在フェイスブックを活用して積極的に市の魅力
を発信しています。
フェイスブックはタイムレスに情報を提供できるだ
けでなく、直接その情報を検索しなくても、人を介し
て拡散していくなどの特性を持っており、今までの行
政にはない情報伝達が可能となります。
個人として利用する際には「アカウント」を取得す
る必要があるなど、中には「よく分からない」「難しい」
と思う人もみえるかもしれませんが、企業などが公開
しているものは誰でもご覧いただけるようになってい
ます。まずは試しに、経済政策課のページをぜひ一度
ご覧ください。

可児市経済政策課フェイスブック
ページアドレス
http://www.facebook.com/kanibrand
アカウントを持っている人は、
「いいね！」をお願いします。
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清
清
し
い
五
月
晴
れ
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
同
時
に
、
梅
雨
近
し
で
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
「
あ

の
日
」、
７
・
15
豪
雨
災
害
。
犠
牲
に
な

ら
れ
た
３
人
の
方
々
と
、
平
成
11
年
に
も

豪
雨
で
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
方
に
思
い

を
馳
せ
ま
す
。

２
年
続
い
た
豪
雨
災
害
も
昨
年
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
水
害
の
な
い
よ

う
願
う
一
方
で
、万
が
一
の
た
め
の
準
備
、

心
構
え
を
、
こ
の
時
期
に
再
確
認
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

自
宅
は
浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ

る
か
、
避
難
が
必
要
か
、
ど
こ
に
避
難
す

る
の
か
、
避
難
経
路
は
、
夜
間
な
ら
ど
う

す
る
、
子
ど
も
の
迎
え
は
、
勤
務
先
や
学

校
か
ら
の
帰
宅
経
路
は
安
全
か
、
等
々
万

が
一
に
備
え
て
家
族
皆
で
、
し
っ
か
り
確

認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、災
害
時
に
助
け
の
必
要
な
方
が
、

近
所
に
住
ん
で
み
え
る
の
か
、
そ
の
人
を

誰
が
支
援
す
る
の
か
、
連
絡
は
ど
う
す
る

の
か
、
な
ど
も
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
「
Ｆ
Ｍ
ら
ら
」

も
、
災
害
時
に
は
大
切
な
情
報
源
で
す
。

ラ
ジ
オ
が
あ
れ
ば
、
最
新
情
報
を
即
時
に

入
手
で
き
ま
す
。
車
で
の
移
動
中
も
、
意

外
と
遠
く
か
ら
電
波
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
情

報
を
入
手
で
き
ま
す
。一
度
試
し
て
み
て
、

通
行
止
め
や
経
路
の
確
認
な
ど
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
放
送
を
聴
く
習
慣
を
身
に
付
け
、「
Ｆ

Ｍ
ら
ら
」の
周
波
数
76・8
M
H
z
を
、『
災

害
に
強
く
７ナ

６ロ

・ー

８ヤ

』
と
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
、
水
害
へ
の
備
え
を
年
に

１
回
、
市
民
皆
で
確
認
す
る
た
め
、
水
防

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
梅
雨
入

り
前
の
６
月
第
１
日
曜
に
行
い
ま
す
。
今

年
は
、
６
月
２
日
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
な
ど
の
非
常
時
に
は
互
助
が
不
可

欠
な
こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
で
も
立
証

さ
れ
ま
し
た
。行
政
は
限
ら
れ
た
人
員
で
、

人
命
に
関
わ
る
よ
う
な
被
害
に
集
中
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
日
頃

か
ら
、
地
域
活
動
、
自
治
会
活
動
に
参
加

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
の

絆
を
つ
く
っ
て
お
く
努
力
も
大
切
で
す
。

昨
年
、
多
く
の
市
民
の
ご
協
力
に
よ
り

完
成
し
た
「
自
然
と
人
と
の
共
生
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」。
傍
ら
に
植
樹
し
た
「
し
だ
れ

桜
」
が
、
今
春
、
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
二
度
と
悲
惨
な
犠
牲
を
出
さ
な
い

こ
と
を
、
祈
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

「
豪
雨
災
害
～
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
～
」

2

昨年の水防訓練の様子（土のう作り）

災害に強く７
ナ

６
ロ

．
ー

８
ヤ

自然と人との共生モニュメントのしだれ桜



（デジアナ７ch、デジタル12ch）

図書館だより
市立図書館　本館（広見） ☎625120
帷子分館 ☎658530
桜ケ丘分館 ☎643473

月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00・21:00・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00・20:30・22:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

5／4（土）～10（金）
●ようこそ！市長室へ

★レッツゴー！市役所

　今回のテーマは「災害への備え」。７・15集中豪雨
災害から３年経とうとしている今、災害時において大
切なことは何か、市や地域ができることをお話します。

　存続してほしいと望まれているにもかかわ
らず、利用者が減少傾向にある鉄道。大切な
地域の足を守るための取り組みを紹介します。

5／11（土）～17（金）

5／18（土）～24（金）

　障がいのある人が、どのように暮らし、どんなことに困っている
のか知っている人は少ないのではないでしょうか。地域でともに過
ごしていくために、それぞれができることを考えてみましょう。

★市長の部屋から ★タウン情報

5／25（土）～31（金）

　若返りを実感！「脳の健康教室」「ヘルスアップ教室」
など、楽しく活動しながら脳年齢や体力年齢が若返る
講座を紹介します。運動が長続きしない人にもお薦め。
★タウン情報

●鉄道は大切な公共交通

●高齢者の健康づくり●共に生きる社会をめざして

新しく入った本
『神隠し』
 長野慶太／著（日本経済新聞出版社）
『来世は女優』 林真理子／著（文藝春秋）

『べんべけざばばん』
 りとうようい／作（絵本館）
『体育館の日曜日』
 村上しいこ／作（講談社）

【
一
般
書
】
【
児
童
書
】

放送時刻

休館日 本館・分館共通　毎週月曜日、31日（金）

展示のご案内
本館　～５／19（日）
「こどもの読書週間『こどものとも』復刻版」展
（図書館）
復刻版全１５０点の絵本を展示します。

本館　５／21（火）～６／９（日）
「たばこについて知っていますか？」展
（健康増進課）
毎年５月31日は世界禁煙デーです。

「絵本のおしゃべりサロン」開催！
日時　５月11日（土）午後２時40分～３時30分
場所　本館３階会議室
対象者　一般の人、親子連れの人
担当　安藤龍子さん（ボランティア）
おすすめの絵本を紹介したり、絵本について

の体験を話し合う時間です。絵本を通して、交
流を深めてみませんか？
安藤さんはかにっ子タイ

ムでの読み聞かせを26年間
務める、ベテランの読み手で
す。御嵩町の小学校などでの
読み聞かせも行っています。

かにっ子タイム　ふくべっこの人形劇
日時　５月25日（土）午後２時～
場所　図書館本館３階　会議室
上演　人形劇サークルふくべっこ
ふくべっこによる楽しい人形劇です。ぜひ見

に来てくださいね！

講座「ことばの世界０・１・２　親子で楽しむ絵本」
日時　５月29日（水）午前10時30分～11時30分
会場　図書館本館3階学習室
申込開始　５月７日（火）
定員　30人（先着順）　託児10組まで
講師　今井美都子さん（市内絵本と児童書専門店店主）
五感が育つ乳幼児期にぜひ出会ってほしい絵

本を紹介します。

読み聞かせの様子

放送中
災害など
緊急時には、
特別放送を
します。

月～金の午前８時からは、市政情報
を、毎週土曜日の午前10時からは、地
域の市民活動などを放送しています。
毎週木曜日の午前11時20分～11時40
分は、市長や市職員が出演するコー
ナーもあります。
お聴き逃しなく！
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

我が家の防災グッズの中に、懐中電
灯と一体になったラジオがあります。
ところが、家ではラジオを聴く習慣が
なく、しまったままになっているため、
電源が入るのか分かりません。
今号に「ＦＭららをみんなで聴こ
う！」という記事があります。ラジオ
は災害時に情報を入手する重要な手
段ですが、中央のＦＭ局よりＦＭらら
を聴く方が、市内の状況を把握しやす
いでしょう。災害はいつ来るか分かり
ませんから、普段からラジオをそばに
置いておき、すぐにラジオが聴けるよ
うにしておくと良いですね。
さっそく我が家の放置ラジオにつ
いても、電池の確認はもちろん、周波
数の合わせ方や電波の入り具合など
を確認しようと思います。もし壊れて
いるようなら…電池の要らない手回
し充電ラジオなどを購入してみよう
かと思います。� （小）



新緑の
鳩吹山

2013年5月１日号
740かにかに

市の人口　100,932人　（男／50,033人　女／50,899人）　世帯数　38,860世帯（4月１日現在）
　　　　　　　　　　　（前月より231人減・28世帯減、昨年同月より401人減、275世帯減）

「広報かに」5月１日号、１部当たりの
印刷費は約 7.94 円（税込み）です。

広報かには 100％再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

新緑の鳩吹山登山に挑戦する小学生たち。
みんなで励まし合って登っているのでしょう。
山頂で待っているものは、
眼下に広がるふるさと可児の景色と、
山に登ったという達成感でしょうか。

219

平成24年度市観光協会
写真コンテスト入賞作品

高橋和久さん撮影

　４月３日、外国人児童・生徒の生活や学習
の支援を行う「ばら教室ＫＡＮＩ」の内覧会
を行いました。
　市は、平成17年に、この教室を全国に先駆
けて開設しましたが、施設が老朽化し、手狭
になっていました。
　そこで、20年度に創設した「外国人の子ど
もの就学支援基金」による、皆さんからの寄
付などを基に、建て替えを行いました。
　今年度は、４月８日からスタートしまし
た。これから、多文化共生を推進していく施
設として、さらに重要な役割を果たしていき
ます。 「ばら教室ＫＡＮＩ」（土田）を見学する関係者

か　　に
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